
　この時期になると、天気予報では必ずと言っていい

ほど「西高東低の冬型の気圧配置」という言葉が出て

きます。これは文字の通り西側に高気圧、東側に低気

圧がある気圧配置で、主に北西からの冷たく強い風が

吹くのが特徴です。冬期間に「西高東低」となりやす

いのは、大陸が冷やされることで空気が重くなり、優

勢な高気圧が形成される一方、低気圧がオホーツク海

から千島列島付近に発達しながら進むことが多くなる

ためです。このとき日本付近の等圧線の間隔が狭い

（気圧の傾きが急な）ほど季節風が強く、上空の寒気

も南下してきます。

　大陸からの冷たい季節風は日本海を渡るとき、暖か

い日本海上で大量の水蒸気を補給します。この水蒸気

が冷やされることで雲が次々と発生し、日本列島に流

れ込んで雪を降らせます。この時の雲は風が強いため

細く筋状になるのが特徴で、「西高東低の冬型の気圧

配置」は長いときには１週間ほど続くため、限られた

同じ地域に雪雲が入り続けると、局地的な大雪をもた

らすことがあります。

　気象台では、12時間に降る雪の量が50センチ以上

と予想した場合には大雪警報を、30センチ以上降ると

予想した場合には大雪注意報を発表しますので、大雪

による交通障害などに警戒または注意して下さい。

◎問い合わせ先

　旭川地方気象台　　緯0166－32－7102

　旭川地方気象台ホームページアドレス
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　本道では、外来種であるアライグマが野生化し、道

内各地で目撃されており、特に道央圏で農業等被害が

拡大しているほか、釧路湿原や知床など重要な自然地

域においても生息が確認され、野鳥の卵やザリガニな

ど節足動物を捕食することなどによる生態系への影響、

感染症の媒介などによる人の健康への被害が懸念され

ています。

　アライグマは繁殖力が強く、生息域は年々拡大して

おり、現状をこのまま放置すると、生態系への被害な

ど取り返しのつかない事態を招くおそれがあります。

　道や市町村などでは、アライグマによる被害を防止

するため、最終目標である「野外からの排除」を目指

し、アライグマの捕獲などの取組を実施しています。

　豊かな本道の自然環境を保全するため、皆さまのご

理解をお願いします。

　また、アライグマは、住宅の屋根裏や物置、畜舎な

どにも棲み着く可能性があります。

　アライグマを見つけた場合には、餌付けなどを行わ

ずに、お住いの市町村へ連絡してください。
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◎問い合わせ先

環境生活部環境局生物多様性保全課生物多様性戦略

グループ

　緯　　 011－204－5987

　ＦＡＸ　011－232－6790

気象台一口メモ「冬型の気圧配置」
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　冬の生活を楽しみ、活動的に過ごすことを目的に、オロロン・スノーパラ

ダイス・プロジェクトでは、次のとおり体験会を開催しますので、皆さんの

ご参加をお待ちしております。

◇日　時◇　平成28年１月16日（土）

　　　　　　10時～13時

◇参加料◇　無　料（時間内にご自由にお越しください）

◇場　所◇　留萌合同庁舎 １階道民ホール（留萌市住之江町２丁目１－２）

★参加された方には、制作したワックスキャンドル１本をプレゼントします！

　屋外での作業が20分程度ありますので、防寒着等でお越しください。

◎問い合わせ先　オロロン・スノーパラダイス・プロジェクト事務局（留萌振興局地域政策課）緯42－8425

ワックスキャンドルづくり体験会に参加しませんワックスキャンドルづくり体験会に参加しませんかか

外来種による被害を防止するために


